
" 豊かさ "をみんなで育む　市民力都市・三豊

撮影場所：八紘山（仁尾町）

広報 み とよ
2018
No.149

5

春
ら
ん
ま
ん

新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
季
節

〈
特
集
〉

 

N
E
W 

O
P
E
N

 

み
と
よ
未
来
図
書
館



23 2018年5月広報2018年5月 広報

本と人、人と人をつなぎ、未来を拓く空間

みとよ未来図書館
Since 2018.4.1

三豊市に新しい図書館が誕生しました。
その名も〝みとよ未来図書館″

今月は、オープニングイベントの様子と館内の紹介を通して、
みとよ未来図書館の魅力をお伝えします。

新
し
い
図
書
館
か
ら
始
ま
る

新
し
い
物
語

長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た
高
瀬
町
図
書

館
が
老
朽
化
の
た
め
閉
館
し
た
こ
と
に
よ

り
、
み
と
よ
未
来
創
造
館
1
階
に
、
新
た

に
「
み
と
よ
未
来
図
書
館
」
が
開
館
し
ま

し
た
。
訪
れ
た
人
が
読
書
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
交
流
し
た
り
憩
い
の
時
間
を
過

ご
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
、
広
々
と
し
た
空
間
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

蔵
書
数
は
、
約
４
２,
０
０
０
冊
。
絵
本

や
児
童
書
の
ス
ペ
ー
ス
と
、
小
説
や
実
用

書
が
並
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が
す
っ
き
り
と
分
け

ら
れ
、
思
い
思
い
の
過
ご
し
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
「
み
と
よ
未
来
図
書
館
」

が
市
内
の
図
書
館
の
中
で
、
中
央
館
と
し

て
の
機
能
を
担
い
、
さ
ら
に
連
携
を
深
め

た
図
書
館
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

可
能
性
に
満
ち
た
図
書
館
の
新
し
い
物
語

が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
73
・
３
１
３
５

み
と
よ
未
来
図
書
館　

☎
72
・
5
6
3
1

▲市長と教育長によって、看板の幕が下ろされ
ると、大きな拍手が送られました

▲返却ポストをデザインした高瀬中学校美術
部の皆さんも参加

▲来場者先着100人には、記念品をプレゼント
しました

❶開館当日、館内は多くの人の姿が見られ
ました。皆さん、新しい図書館に興味津々
の様子❷中央の図書コーナーには、子ども
が本を探しやすい高さの棚が並びます

館内に入ると、まるで大木を思わせ
るような印象的なコーナーが目の前
に広がります。ゆったりとしたスペ
ースで、読書や学習が楽しめます

開館初日には、100人を超える
市民の皆さんが集まり、図書館の
オープンを盛り上げてくれました。

オープニングイベント

❷

❶

NEW  OPEN
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み
と
よ
未
来
図
書
館
に
は

た
く
さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す

じ
っ
く
り
学
習
し
た
い
と
き
、
ゆ
っ
く
り
本
を
読
み

た
い
と
き
。
用
途
に
合
わ
せ
て
設
け
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
自
分
流
の
図
書
館
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

こ
こ
に
注
目
！

返
却
ポ
ス
ト
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
し
い
図
書
館
の
開
館
に
合
わ
せ
て
、
高
瀬
中

学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
返
却
ポ
ス
ト
を
塗
り
直

し
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
考
え
、
下
書

き
、
色
塗
り
の
作
業
を
実
施
。
高
瀬
の
山
々
と
青

い
空
、
自
由
に
舞
う
本
を
描
い
た
爽
や
か
な
返
却

ポ
ス
ト
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
の
皆
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の

人
に
使
っ
て
も
ら
う
ポ
ス
ト
な
の
で
、
協
力
し
て

仕
上
げ
ま
し
た
。
地

域
の
返
却
ポ
ス
ト
と

し
て
、
長
く
大
切
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
。
入
口
を
通
る
た

び
に
、
明
る
い
気
持

ち
に
な
れ
ま
す
ね
。

窓際の本棚には、日本と外国の絵本が並ん
でいます。表紙を見て選びやすい工夫が
されています

地理や歴史、伝記
などの児童書は
ここに。中央の
棚には、乗り物や
恐竜など人気の
本を配架

主に小説などの一般書
とビジネスや研究に関
する本を配架。個別のデ
スクがあり、調べ物や学
習に集中できるスペー
スになっています

主に一般書と郷土資料を配架。
このコーナーには、ふた付きの
飲み物が持ち込めます

雑誌や美術書を配架。テーブルに座って、
ゆっくりと新聞を読むこともできます

タッチパネルの検索機で、
お目当ての本を探せます

靴を脱いで入る赤ちゃんコーナーには、
0～2歳児向けの絵本や紙芝居などのほ
か、子育て関連の本が集められています。
おはなし会もここで開催されます

▲丁寧に色を塗る作業。完成
までに約７時間かかりました

▲高瀬中学校美術部の１、２年生がデザインし、
本を返すのが楽しくなるポストが完成

来館者インタビュー
初めて、みとよ未来図書館に来た感想を聞きました！

読
み
た
い
本
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い
通
っ
て
、

本
を
借
り
た
い
で
す
！

広
く
て
、
き
れ
い
で
、
本
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
日
借
り
た
絵
本
は
、寝
る
前
に

読
ん
で
も
ら
う
よ
。

市内小学生藤田瀬那くん（2歳）

図書コーナー2

図書コーナー1

返却ポスト

入口

受付
検索機

インテリジェンス
コーナー

ブラウジング
コーナー

赤ちゃん
コーナー

できあがり
！

できあがり
！
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
な
ど
が
進
行
す
る
地

方
に
お
い
て
、
地
域
外
（
都
市
圏
）

の
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活

動
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

同
時
に
隊
員
の
移
住
・
定
住
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

市
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
４

月
か
ら
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
の
石

井
優
香
さ
ん
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
明
る
い
笑
顔
と
、

オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
、
誰
と
で
も
す

ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
魅
力
を
持
つ

石
井
さ
ん
。
三
豊
市
に
来
て
抱
い
た

印
象
と
今
後
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

夢
だ
っ
た
四
国
へ
の
移
住

自
然
豊
か
で
人
の
温
か
い
三
豊
へ

大
学
生
の
頃
か
ら
、「
い
つ
か
は

四
国
に
移
住
し
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
た
石
井
さ
ん
。
卒
業
後

に
香
川
へ
旅
行
し
た
際
に
は
、
穏
や

か
な
気
候
と
人
の
温
か
さ
に
惹
か
れ
、

「
憧
れ
が
強
ま
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、
３
年
間
は
横
浜
市
で
パ

テ
ィ
シ
エ
と
し
て
の
経
験
を
積
み
ま

し
た
。
ま
た
、
学
童
を
対
象
に
し
た

食
育
の
活
動
に
も
従
事
。

移
住
に
向
か
っ
て
進
み
出
し
た
の

は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。

情
報
収
集
を
す
る
中
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
い
う
制
度
を
知
り
、
１

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
協
力
隊
募

集
説
明
会
に
参
加
。

「
三
豊
市
か
ら
説
明
に
来
て
い
た

人
た
ち
が
温
か
か
っ
た
こ
と
。
お
い

し
い
フ
ル
ー
ツ
が
多
い
こ
と
。
古
民

家
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
あ
る
こ

と
。
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
知
っ
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
三
豊
市

で
頑
張
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

ワ
ク
ワ
ク
感
で
い
っ
ぱ
い

自
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
た
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
た
石

井
さ
ん
は
、
今
後
、
山
本
・
財
田
地

域
を
中
心
に
地
元
の
人
々
と
交
流
し

な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
ま
だ
三
豊
に
来
て
間
も
な
い
で

す
が
、
皆
さ
ん
優
し
く
て
、
気
さ
く

に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
今
後
は

地
域
の
方
々
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

っ
て
、
若
い
人
を
呼
び
込
む
た
め
の

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」 早

速
、
石
井
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、

次
々
と
お
も
し
ろ
い
構
想
が
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
。

「
パ
テ
ィ
シ
エ
の
経
験
と
三
豊
の

フ
ル
ー
ツ
を
生
か
し
て
、
全
国
に
発

信
で
き
る
お
土
産
づ
く
り
を
し
て
み

た
い
で
す
ね
。
他
に
も
、
豊
か
な
自

然
を
利
用
し
た
観
光
プ
ラ
ン
も
売
り

出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
山
本
や
財

田
の
い
い
と
こ
ろ
を
伝
え
て
い
け
る

よ
う
に
、
自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
動
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

ま
ず
は
三
豊
の
こ
と
を
知
り
、
い

ず
れ
は
地
域
の
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
役
割
も
果
た
し
た
い
と
、
活
動
に

対
す
る
意
気
込
み
は
十
分
で
す
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ア
が
実
現

さ
れ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
で
す

ね
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

石
井
優
香
さ
ん

Yuka Ishii
神奈川県横浜市出身。大学では食物科学を専
攻し、食育や子どもの貧困に興味を持つ。卒
業後はパティシエの道へ。アレルギー対応の
お菓子作りにも取り組む。将来は古民家に住
むことが夢。

▲
問い合わせ　田園都市推進課　☎73-3011

▲本格的な活動を前に市長表敬。「思い
っきり挑戦してくださいね」と、激励
を受けました

▲諶之丞まつりでは、スタッフとして
参加しました。まずは各地で行われる
イベントへ出向いていきます

▲現在の活動拠点は、田園都市推進課。
「皆さんからのアイデアのご提案をお
待ちしています！」

「香川県三豊市地域おこし協力隊」で検索

活動の最新情報はコチラでチェック！

「mitoyo.okoshi」で検索

3月18日（日）に行われた第2回三豊市う
らしまマラソン大会。今回も900人を超え
るランナーが参加し、みとよの景色を眺め
られる海岸沿いのコースを駆け抜けました。

写真でみる地域のできごと

1. 号砲とともに勢いよくスタートを切るランナーた
ち　2. 地域の人々によるボランティアがレースをサ
ポート　3. 沿道からは温かい声援が送られました　
4. 多くの小学生が参加した1.5kmの部　5. ラストス
パート！力を出し切って　6. 津嶋神社の側を走るコ
ース。カメラを向けると笑顔で応えてくれました

一
生
懸
命
走
っ
て
、

完
走
で
き
ま
し
た
！

優勝者一覧

村田　誠児　　1：09：28
篠丸　里佳　　1：27：33
野中　健史　　 32：56
福家　　拓　　 35：31
前田　春香　　 39：08
渡辺　顕聖　　 38：30
柳生　琥珀　　 04：47
山岡　來雅　　 06：04
本田　彩実　　 05：32
寺嶋　心音　　 06：18

20km一般男子
20km一般女子
10km一般男子
10km中学生男子
10km一般女子
10km中学生女子

1.5km小学生男子（高学年）
1.5km小学生男子（低学年）
1.5km小学生女子（高学年）
1.5km小学生女子（低学年）

※敬称略

1

2 3

4 5 6

部門 氏名 タイム

4/34/7
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みとよくらしのおしらせ
Information' s

工業統計調査を実施します 教育長に
岡根 淳二氏 再任

6月1日は人権擁護委員の日

暮らしの情報をメールで受け取りませんか

▼問い合わせ　田園都市推進課　☎ 73－3011

▼問い合わせ　人権課　☎ 73－3008
▼問い合わせ　秘書課　☎ 73－3001

くらし

国
や
市
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
政
府
の
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
や
地
域

の
振
興
な
ど
、
国
・
県
・
市
の
施
策
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
趣

旨
や
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
28
日
の
第
１
回
三
豊
市
議
会

定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
、
教

育
長
に
岡
根
淳
二
氏
（
65
歳
）
が
再

び
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

２
期
目
の
任
期
は
、
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

※
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

5
月
上
旬
か
ら
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
お
よ
び
人
権
思
想
の

普
及
や
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
30
年
は
昭
和
23
年
に
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
70

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
を
守

る
た
め
の
相
談
相
手
と
な
り
、
地
域

に
密
着
し
て
人
権
の
大
切
さ
を
伝
え

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
災
害
や
防
犯
、
暮
ら
し
の
お

知
ら
せ
な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

初
め
て
登
録
す
る
と
き

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
表

示
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
返

信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、
表
示
さ
れ
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、本
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

登
録
内
容
を
変
更
し
た
い
と
き

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表

示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
す
る
と
、
変
更
作
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
は
、

「
再
発
行
」
の
画
面
か
ら
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

調
査
対
象

人
権
擁
護
委
員

メールアドレス
hisho_entry@

yb74.asp.cuenote.jp

新規登録用
ＱＲコード

登録内容変更用
ＱＲコード

教育長
岡根 淳二氏

※
4
月
1
日
現
在　

敬
称
略
・
順
不
同

三豊市メール配信サービス三豊市メール配信サービス

お知らせ

お知らせ

お知らせ

保育施設
NEWS松崎保育所が

公設民営保育所としてスタート
指定管理者に（株）小学館集英社プロダクションを選定

4 月から松崎保育所は、民間事業者が指定管理
する公設民営方式を採用し、（株）小学館集英社
プロダクション（東京都）が運営します。これ
により、土曜日が全日保育に切り替えられました。
今後も民間事業者の運営ノウハウを生かして、
さらなる保育サービスの向上を図ります。

住所　詫間町松崎2780番地 445
運営者　株式会社小学館集英社プロダクション
運営開始日　平成30年 4月 1日
対象年齢　0～ 5歳　　　定員　90人

住所　高瀬町羽方349番地 1
運営者　合同会社サンサンコーポレーション
運営開始日　平成29年 12月 1日
対象年齢　0～ 2歳　　　定員　12人

住所　三野町下高瀬1541番地 1
運営者　NPO法人チャイルドハウスみとよ
運営開始日　平成30年 4月 1日
対象年齢　0～ 2歳　　　定員　18人

▶問い合わせ　松崎保育所　☎83－2115

▶入所に関する問い合わせ　保育幼稚園課　☎73－3036

2カ所の小規模保育園が新たに開設されました

子どもたちにとって、豊かな自然の中で遊ぶ
ことが一番大切だとする「小規模保育園おひさ
まランド」。泥・砂・水・太陽などの自然に触れ
る機会を通して、遊びの中から考え、生きる力
を育みます。給食とおやつでは、季節感を感じ
られるよう手作りの食事を提供しています。

ひまわりのように太陽に向かい、一人ひとり
が輝いてほしいと願いを込めた「小規模保育園
ひまわり」が、三野町に開園しました。幼児バ
スに乗って園外保育に出かけたり、園庭で太陽
の光を浴びながら、土や水に触れて元気いっぱ
いに遊んだりすることができます。

▶問い合わせ
　小規模保育園おひさまランド　☎23－7336

▶問い合わせ
　小規模保育園ひまわり　☎73－4635

町
名

委
員
名

高
瀬

石
井 

昭
夫　

近
藤 

繁
子

小
野 

益
一　

小
野 

恭
平

石
井 

秀
文

山
本

藤
川 

和
子　

藤
川 

正
文

藤
田 

千
代
子

三
野

加
賀
宇 

由
基　

関 

雅
美

建
林 

伊
都
子　

細
川 　

樹

豊
中

十
川 

剛　

秋
山 

勝
美

秋
山 

茂
利　

十
川 

ゆ
か
り

詫
間

藤
村 

隆　

柚
本 

計
悟

板
倉 

順
子　

小
野 

敏
夫

仁
尾

辻 

演
美　

田
渕 

博
章

財
田

重
信 

厚　

木
下 

政
晴

神
原 

和
代

小規模保育園おひさまランド小規模保育園おひさまランド 小規模保育園ひまわり小規模保育園ひまわり
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４月から国民健康保険の税率を改正しました

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014（資格の異動に関すること）　
税務課　☎73－3006（保険税の課税に関すること） 　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
監

護
し
て
い
る
母
も
し
く
は
父
ま
た
は
養
育
者

に
対
し
て
、
そ
の
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
後

最
初
の
３
月
31
日
（
た
だ
し
一
定
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象

・
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
ど
ち
ら
か
一
方
と

の
み
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
・
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
申
し
立
て
に
よ
り
保
護
命

令
を
受
け
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
児
童
や
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
も
し

く
は
母
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
な
い
と
き

・
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
（
事

実
婚
を
含
む
）

・
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
と

き
（
母
子
家
庭
の
場
合
の
み
該
当
）※一部支給額は、所得により10円単位で減額されます。

※所得により手当の全部が支給停止される場合があります。

収
集
日

　

５
月
30
日
（
水
）

　

※
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所

　

自
治
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

収
集
品
目
と
出
し
方

①　
乾
電
池

②　
蛍
光
灯
・
電
球

③　
水
銀
体
温
計
・

　

水
銀
温
度
計

④　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

⑤　
金
属
ご
み
（
や
か
ん
、

　

鍋
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、

　

傘
の
骨
な
ど
家
庭

　

用
金
属
製
品
）

　

５
つ
の
品
目
ご
と
に
分

け
て
、
キ
ャ
リ
ー
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
50
㎝
以
上
の
も
の
は

「
粗
大
ご
み
」
に
な

り
ま
す
。

・
傘
は
骨
以
外
の
ビ
ニ
ー

ル
や
布
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

・
事
務
所
・
商
店
・
農
業
な
ど
の
事
業
活
動
に

伴
う
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
持
ち
込
み
場
所
（
市
役
所
・
各
支
所
）
で
も

毎
月
２
回
、
回
収
し
て
い
ま
す
（
第
２
・
４

日
曜
日
、
午
前
７
時
〜
９
時
）。

　

犬
や
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
の
防
止
と
殺
処
分

の
減
少
を
図
る
た
め
、
飼
い
犬
ま
た
は
飼
い
猫

の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

要
件

　

次
の
①
〜
⑤
全
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

①　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
市
内
で
犬
ま

た
は
猫
を
飼
っ
て
い
る
こ
と

②　
県
内
の
動
物
病
院
で
平
成
30
年
４
月
以
降

に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
る
こ
と

③　
犬
の
場
合
は
、
登
録
済
み
で
補
助
金
の
申

請
を
す
る
日
以
前
１
年
以
内
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
接
種
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と

④　
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤　
手
術
の
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
内
の

申
請
で
あ
る
こ
と

※
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
営
利
目
的
で
飼
養

　

し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

犬
ま
た
は
猫
１
匹
に
つ
き
、
３
，０
０
０
円

※
当
該
年
度
に
お
い
て
、
１
世
帯
に
つ
き
、
犬

　

ま
た
は
猫
の
い
ず
れ
か
１
匹
ま
で

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
請
求
書

・
領
収
書
（
不
妊
・
去
勢
手
術
費
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
で
、手
術
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑

・
申
請
す
る
人
の
通
帳

・
犬
の
場
合
、
登
録
番
号
お
よ
び

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
番
号

※
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
請
求
書
は
、
環

境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

児童扶養手当制度のお知らせ

▲

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73－3016

収
集
日

支
給
対
象

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

収
集
場
所

収
集
品
目
と
出
し
方

注
意
事
項

要
件

補
助
金
額

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007
金属ごみ・有害ごみを収集します

　

医
療
費
の
増
加
や
国
保
の
都
道
府
県
化

に
よ
り
、
算
定
方
法
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
４
月
１
日
に
国
民
健
康
保

険
の
税
率
を
改
正
し
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
改
正
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
・
離
脱
し
た
人
は
、
14
日
以
内
に
必
ず

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
の
取
得
・
喪
失
・
資

格
変
更
に
伴
う
異
動
を
行
い
ま
す
。
健
康

課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

くらしくらし

くらしお知らせ

平成30年度 国民健康保険税率 (　)内は、改正前

区　分

所得割

資産割

最高限度額

世帯内の加入者数

加入世帯一律

均等割
(1人当たり)

平等割
(1世帯当たり)

算定の基礎 医療保険分
後期高齢者
支援金分

介護保険分
（40歳～64歳）

2.2%
（1.5％）

2.0%
（1.5％）

なし
（5％）

なし
（4％）

7,000円
（6,000円）

7,000円
（6,000円）

7,000円
（6,000円）

7,000円
（6,000円）

19万円
（19万円）

7.3%
（7.0％）

なし
（21％）

28,000円
（26,000円）

26,000円
（26,000円）

58万円
（54万円）

16万円
（16万円）

加入者の前年中の合計
所得金額から基礎控除
（33万円）を差し引いた額

加入者の本年度分の固
定資産税額
※平成30年度から廃止

▲

申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007
飼い犬や飼い猫の不妊・去勢手術費の一部を補助します

　
詳
し
く
は
、

子
育
て
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

全部支給

一部支給

１人目 2人目加算 3人目以降加算

４２，５００円 10，04０円 6，02０円

４２，４９０円
～１０，０３０円

10，03０円
～5，０2０円

6，01０円
～3，０1０円

児童扶養手当額（月額）

4月分から手当額が変更になりました。
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移住・定住を応援します ▲

申し込み・問い合わせ　田園都市推進課　☎73－3011
　

近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
が
耐
震
対
策
を
実
施
し

た
場
合
に
、
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

耐
震
対
策
に
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅

の
耐
力
を
判
定
す
る
「
耐
震
診
断
」
と
、

そ
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
計
画
さ
れ
た

耐
震
補
強
を
行
う
「
耐
震
改
修
」
が
あ
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
所

有
者
の
承
諾
を
得
た
人
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
住
宅
、
長
屋
、
併
用
住
宅

（
住
宅
の
用
に
供
す
る
部
分
が
過
半
数

以
上
の
も
の
に
限
る
）

・
市
内
に
お
い
て
自
ら
所
有
し
居
住
す
る

住
宅
ま
た
は
市
内
に
存
し
住
宅
の
所
有

者
か
ら
承
諾
を
得
た
住
宅
で
、
耐
震
対

策
を
行
っ
た
後
も
居
住
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
も
の
（
建
て
替
え
は
不
可
）

・
耐
震
改
修
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
行
な
っ
た
耐
震
診
断
に
よ
り
倒
壊

す
る
可
能
性
が
高
い
、
ま
た
は
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
も
の

・
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
違
反
が

な
い
こ
と

・
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額

・
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
90
％
（
上

限
９
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
90
万

円
ま
で
全
額
補
助

・
簡
易
な
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

の
50
万
円
ま
で
全
額
補
助

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
に
要
す
る

費
用
の
20
万
円
ま
で
全
額
補
助

※
借
家
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
建
築
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

　

12
月
25
日
（
火
）
午
後
５
時
15
分
ま
で

注
意
事
項

・
申
請
前
に
事
業
に
着
手
し
た
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
各
要
件
の
確
認
や
手
続
き
方
法
の
説
明

の
た
め
、
必
ず
、
申
請
の
前
に
申
込
書

を
建
築
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
耐
震
診
断
は
耐
震
診
断
技
術
者
（
建
築

士
の
資
格
を
有
す
る
者
で
所
定
の
講
習

を
受
講
し
た
者
、
ま
た
は
構
造
設
計
一

級
建
築
士
）
が
行
う
も
の
で
す
。

・
耐
震
改
修
の
施
工
は
県
内
に
営
業
所
を

設
け
て
い
る
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
併
せ
て
行
う
場
合
は
、

耐
震
改
修
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
支
援
事
業
補
助

金
」
の
事
前
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

　

老
朽
化
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒

壊
な
ど
に
よ
り
周
辺
の
住
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

対
象
と
な
る
人

　

補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者
、
ま
た
は
そ

の
相
続
人

対
象
と
な
る
工
事

・
補
助
対
象
住
宅
を
市
内
業
者
が
解
体
す

る
工
事

・
平
成
31
年
２
月
末
ま
で
に
事
業
が
完
了

す
る
工
事

※
申
請
に
は
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
事
業
費
ま
た
は
、
国
の
定
め

る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
の
80
％

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、上
限
1
6
0
万
円
）

事
前
受
付
申
込
期
間

　

５
月
１
日
（
火
）
〜
６
月
１
日
（
金
）

　

※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

申
込
受
付
場
所　

建
築
課

注
意
事
項

・
申
請
時
に
す
で
に
開
始
し
て
い
る
工
事

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
補
助
金
は
事
前
申
し
込
み
に
よ
り
市

職
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

の
結
果
、
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
老
朽
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し

て
補
助
予
定
者
と
し
ま
す
。

住宅の耐震対策を支援します▲

申し込み・問い合わせ　建築課　☎73－3044

対
象
と
な
る
住
宅

補
助
金
額

申
し
込
み
期
限

対
象
と
な
る
人

対
象
と
な
る
住
宅

注
意
事
項

対
象
と
な
る
人

対
象
と
な
る
工
事

補
助
金
額

事
前
受
付
申
込
期
間

申
込
受
付
場
所

注
意
事
項

くらし

▲

申し込み・問い合わせ　建築課　☎73－3044
老朽化した危険な空き家の除去に補助金を交付します

お知らせ

お知らせ

　　　

若
者
の
定
住
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

40
歳
未
満
の
人
の
住
宅

取
得
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
人

・
交
付
申
請
日
に
40
歳
未
満
の
人

・
交
付
後
5
年
以
上
継
続
し
て
補
助
対
象
住
宅

に
居
住
す
る
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
住
宅

・
市
内
で
新
築
ま
た
は
購
入
し
、
建
物
の
権
利

に
関
す
る
登
記
日
か
ら
３
カ
月
以
内
の
住
宅

・
市
内
業
者
が
建
築
、
ま
た
は
市
内
業
者
を
介

し
て
購
入
し
た
住
宅

・
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
玄
関
、
居
室
、

便
所
、
台
所
を
備
え
た
住
宅

補
助
金
額

　　　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
賃
貸
借
・
売
買
契

約
を
結
ん
だ
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要

す
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
人

・
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
住
宅
の
物
件
登
録
者
、

ま
た
は
物
件
利
用
者
で
、
契
約
日
か
ら
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人

・
交
付
後
５
年
以
上
継
続
し
て
補
助
対
象
住
宅

に
居
住
す
る
人
（
物
件
登
録
者
が
申
請
者
の

場
合
は
物
件
利
用
者
が
５
年
以
上
居
住
す
る

こ
と
が
要
件
）

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
工
事

・
市
内
業
者
が
行
う
、
30
万
円
以
上
の
工
事

・
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、
年
度
末
ま
で
に
完

了
す
る
工
事

補
助
金
額

・
工
事
に
要
し
た
費
用
の
50
％
（
上
限
1
0
0

万
円
）

　　

県
外
か
ら
本
市
に
転
入

し
た
人
の
住
宅
の
賃
借
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
、
移
住
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

・
県
外
で
３
年
以
上
居
住
し
、
転
勤
・
進
学
以

外
の
目
的
で
定
住
の
意
志
を
も
っ
て
本
市
へ

転
入
し
た
人

・
移
住
に
際
し
、
新
た
に
住
宅
の
賃
貸
借
契
約

を
締
結
し
た
人

・
県
税
お
よ
び
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

・
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
住
宅
扶
助
を
受
け

て
い
な
い
人

・
公
営
住
宅
や
社
宅
、
３
親
等
以
内
の
親
族
が

所
有
・
経
営
す
る
物
件
以
外
で
賃
貸
借
契
約

を
し
た
人

補
助
金
額

①　
住
宅
家
賃
補
助
金

転
入
し
た
月
の
翌
月
か
ら
24
カ
月
ま
で
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
月
額
は
、「
賃
借
料
（
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
な
ど
を
除
く
）
―
住
宅
手

当
な
ど
」
×
２
分
の
１
（
千
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）、
上
限
２
万
円
。

②　
住
宅
初
期
費
用
補
助
金

住
宅
の
初
期
費
用
と
は
礼
金
、
不
動
産
取

引
手
数
料
お
よ
び
家
賃
支
払
保
証
料
で
す
。

「
賃
貸
借
契
約
締
結
に
関
し
て
要
し
た
初

期
費
用
の
合
計
額
―
住
宅
手
当
な
ど
」
×

２
分
の
１
（
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨

て
）、
上
限
６
万
円
。
支
給
は
１
回
限
り
で

す
。

対
象
と
な
る
人

対
象
と
な
る
住
宅

補
助
金
額

対
象
と
な
る
工
事

補
助
金
額

対
象
と
な
る
人

補
助
金
額

対
象
と
な
る
人

若
者
定
住
促
進
・

地
域
経
済
活
性
化
事
業
補
助
金

空
き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
・

地
域
経
済
活
性
化
事
業
補
助
金

県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
移
住
促
進
・
家
賃
等
補
助
金

住
宅
取
得
に
要
し
た
費
用

補
助
金
額

１
，５
０
０
万
円
以
上

１
，５
０
０
万
円
未
満

１
０
０
万
円

取
得
費
用
の

20
分
の
１

※
各
補
助
金
に
は
、
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
田
園
都
市
推
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



国指定重要無形民俗文化財の「生里のモモテ」は、延喜年間
（901～ 923 年）に源を発し、射手の所作や儀礼などが千年以
上の間、厳格に守り続けられています。祭りでは、的を射抜い
て地域の安全や大漁豊作を祈願するほか、厄払いの儀式も行わ
れます。矢が的に当たると、観客からは大きな歓声と拍手が送
られました。今年も活気ある祭りの一日が地域に春を告げました。

地域商社「瀬戸内うどんカンパニー」が、レストランバスを活用した
観光ツアーを開催。津嶋神社や父母ケ浜を巡るコースを、2日間実施し
ました。参加者は、讃玄豚やオリーブ車海老など地元の食材を生かした

料理を味わいながら、三豊な
らではの景色を堪能しました。

近年、桜の絶景スポットとして、注目を集めている紫
雲出山。満開を迎えた週末には、県内外から 1日 3,000

人を超える人が訪れました。
その混雑を回避するため、
期間中はシャトルバスの運
行も。今年も、瀬戸内海の
多島美と桜の組み合わせが
多くの人を魅了しました。

2,000 本の桜が咲き誇っ
た朝日山森林公園。桜まつり
では、多くのお花見客の姿が
見られました。テント村には、
たけのこの天ぷらや高瀬茶の
ブースが出店し、食も楽しむ
ことができました。

戸川ダム公園も名所の一つ。
観桜シーズンに合わせて開催
される諶之丞まつりでは、残
念ながら葉桜となってしまい
ましたが、ステージショーや
野外バーベキューで大いに盛
り上がりました。

財田町の鈴木朝
とものり

則さんが、市長より消防団長に
任命されました。鈴木さんは合併以来、副団長を
務めており、藤川淳一団長の勇退に伴って、4月
から団長となりました。「いかなる災害にも対応で
きるよう、気を引き締めて取り組んでいきたい」
と決意を示してくれました。

農業委員会で農地利用最適化推進委員を務める
西山勉さんが地域の農業振興に貢献したとして、
農林水産大臣から表彰を受けました。担当する山
本町の西ノ谷地区では、集落営農組織を立ち上げ、
認定農業者へ農地集積を進めるなど、人と農地を
結びつける活動に取り組んでいます。

社会教育の振興に貢献した優良公民館として、
豊中町公民館が文部科学大臣から表彰を受けまし
た。豊中町公民館は、幅広い講座を開催している
ほか、市内のデイケア施設と連携したボランティ
ア活動にも取り組み、地域住民が学び、つながる
場づくりに寄与しています。

千年以上続く伝統行事
「生里百々手祭」が春を告げる

レストランバスが三豊にやってきた！

消防団長に財田町の鈴木朝則さん

農地を守る活動に農林水産大臣賞 豊中町公民館が優良公民館表彰を受賞

3／18  三宝荒神宮18  三宝荒神宮

4／2  三豊市役所2  三豊市役所

3／22  三豊市役所22  三豊市役所 3／22  三豊市役所22  三豊市役所

3／24～25  三豊市内24～25  三豊市内

▲小笠原古流と伝えられる実践型の弓射法が
地元の皆さんによって守り続けられています

▲的に命中すると、御花が大量に投げ
込まれていました

▲レストランバスの三豊ツアーには、地元
の皆さんがサポートで参加しました

▲2階建てのバスに乗っておい
しい料理に舌鼓

▲大浜魚港からシャトルバスを
運行しました

▲諶之丞まつりのオープニングを
飾った鍬おどり

▲旬を求めて、たけのこの天ぷらに
は列ができていました

▲足元をピンク色に染める花びらが素敵でした ▲桜並木のトンネルににっこり

▲祭りの日には地元を離れている人も
帰省。場を盛り上げます

デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで

紫雲出山　4/1

戸川ダム公園　4/1

4/7

4/4

朝日山森林公園　4/1

桜
の
名
所

各
地
で
に
ぎ
わ
い

おめでとうご
ざいます
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災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は

　

市
で
は
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、

避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
家
族

な
ど
の
支
援
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害

時
要
援
護
者
）
に
、
災
害
情
報
の
提
供
や
避

難
の
手
助
け
が
素
早
く
、
安
全
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
は
、
地

域
支
援
者
（
隣
近
所

に
住
ん
で
い
て
、
支

援
し
て
い
た
だ
け
る

人
）
や
自
主
防
災
組

織
、
自
治
会
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
助
け
合
い
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
対
象
者

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
の
よ
う
な
人
が
対
象

で
す
。

①　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

②　
身
体
障
害
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

③　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ

び
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

④　
①
か
ら
③
以
外
で
、
避
難
の
際
に
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
援
が
必
要
な
人

地
域
支
援
者
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、

災
害
時
に
は
必
要
な
情
報
を
伝
え
た
り
、
一

緒
に
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く

れ
る
人
で
す
。
決
し
て
責
任
を
伴
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
範
囲
で
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域

支
援
者
を
自
分
で
見
つ
け
て
、
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
に
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
地
域
支
援
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
登
録
申
請
書
を
も
と
に
登
録
台
帳

を
作
成
し
、
そ
の
台
帳
を
災
害
時
要
援
護
者

が
居
住
す
る
地
区
の
自
治
会
長
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
提
供
し
、
災
害
時
に
避
難

誘
導
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る

人
は
、
個
人
情
報
が

地
域
の
皆
さ
ん
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
に
同

意
の
う
え
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

知っていますか？災害時要援護者登録制度

▲

申し込み・問い合わせ　福祉課　☎73－3015

くらし

団体戦男子

団体戦女子

三豊中学校
仁尾中学校
三豊中学校A
豊中中学校

第12回市長杯剣道大会 結果

優　勝
準優勝
優　勝
準優勝

災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
対
象
者

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は

地
域
支
援
者
と
は

申
請
方
法

男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
事
業
補
助
金

　

三
豊
市
に
お
い
て
活
動
す
る
団
体
が
実
施

す
る
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
事
業

に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業　

男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発
を

行
う
も
の
（
例
：
講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

座
談
会
、
啓
発
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
）

対
象
団
体　

代
表
者
お
よ
び
過
半
数
以
上
の

メ
ン
バ
ー
が
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す

る
５
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

※
特
定
の
宗
教
・
政
治
活
動
に
偏
ら
ず
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
応
募
受
付　

５
月
25
日
（
金
）
ま
で

・
選
考
・
結
果
通
知　

６
月
下
旬

・
事
業
実
施　

結
果
通
知
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

・
事
業
報
告
書
提
出
期
限

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
15
日
（
金
）

補
助
金
額　

１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

※
事
業
に
直
接
要
す
る
経
費
が
対
象

採
用
事
業
数　

３
事
業
以
内

応
募
方
法　

田
園
都
市
推
進
課
に
あ
る
応
募

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

市
民
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
熱
意
が
あ
り
、
年
2
〜
3
回
程
度
、

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

応
募
期
限
　
5
月
10
日
（
木
）
必
着

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
田
園
都
市
推

進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲

申し込み・問い合わせ　田園都市推進課　☎73－3011
男女共同参画社会の実現を目指して

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金

対
象
地
域

市
内
全
域

※
高
瀬
・
三
野
・
詫
間
・
仁
尾
町
の
集
落

排
水
処
理
事
業
実
施
区
域
は
除
き
ま
す
。

補
助
対
象
と
限
度
額

●
専
用
住
宅
な
ど
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合

●
専
用
住
宅
の
単
独
処
理
浄
化
槽
、
汲
み

取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
場
合

撤
去
費
限
度
額　

上
限
20
万
円

▶申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007

対
象
地
域

補
助
対
象
と
限
度
額

合併処理浄化槽の補助金を交付します

●
専
用
住
宅
に
地
下
浸
透
防
止
用
設
備
を

設
置
す
る
場
合

設
置
費
限
度
額　

上
限
10
万
円

※
設
置
費
が
上
限
金
額
に
満
た
な
い
場
合

は
、
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
を
交
付
し

ま
す
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）。

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

対
象
者

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
住
宅
の

合
併
処
理
浄
化
槽
（
20
人
槽
以
下
）
に

対
し
て
、
同
一
年
度
に
適
正
な
維
持
管

理
（
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
）

を
行
っ
た
人

補
助
金
額　

上
限
３
万
円

対
象
期
間

・
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
し
た
人
（
平
成
31

年
３
月
31
日
申
請
締
め
切
り
）

・
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
し
た
人

必
要
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
環
境
衛
生
課
・

各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

・
保
守
点
検
、
清
掃
お
よ
び
法
定
検
査
の

領
収
書
の
写
し

・
公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に

よ
る
法
定
検
査
の
検
査
結
果
書
の
写
し

（
「
不
適
正
」
で
な
い
も
の
）

・
申
請
者
の
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

・
印
鑑

提
出
先　

環
境
衛
生
課
、
各
支
所

お知らせ

お知らせ

※
併
用
住
宅
の
人
槽
区
分
に
つ
い
て
は
住
宅
部
分
面
積
に
よ
る

※
改
築
は
撤
去
を
伴
う
も
の
と
す
る

対
象
者

対
象
事
業

対
象
団
体

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

補
助
金
額

応
募
方
法

応
募
資
格

応
募
期
限

採
用
事
業
数

提
出
先

補
助
金
額

対
象
期
間

必
要
書
類

通常型

区　

分
5
人
槽

7
人
槽

10
人
槽

11
〜
20
人
槽

5
人
槽

7
人
槽

10
人
槽

11
〜
20
人
槽

33
万
2
千
円

41
万
4
千
円

54
万
８
千
円

93
万
９
千
円

44
万
4
千
円

48
万
6
千
円

57
万
６
千
円

109
万
２
千
円

43
万
2
千
円

51
万
4
千
円

64
万
８
千
円

103
万
９
千
円

54
万
4
千
円

58
万
6
千
円

67
万
６
千
円

119
万
２
千
円

補
助
限
度
額

（
新
築
）

補
助
限
度
額

（
改
築
）

高度処理型浄化槽
（窒素またはリン除去型）

＜中学生の部＞

ゆめタウン三豊店との協力体制を強化
　市と（株）イズミゆめタウン三豊店が「防災・防
犯活動等への協力に関する協定」を締結しました。
災害が発生した場合には、一時避難所として駐車
場が提供されるほか、物資が供給されるなど、支
援内容について相互の協力体制を確認しました。

３／２３　三豊市役所
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特
定
健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
以
下
メ
タ
ボ
）」
に
着
目
し
た
健
診
で

す
。
生
活
習
慣
病
を
い
ち
早
く
発
見
し
、

効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
６
月
初
旬
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。

　

未
来
の
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
40

〜
74
歳
の
人
（
平
成
31
年
3
月
31
日
時

点
）、
ま
た
は
希
望
す
る
若
年
者
（
20

〜
39
歳
で
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

検
査
内
容　

計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
診
察
な
ど

自
己
負
担
金

　

集
団
検
診　
　
　
　
　
　
　

7
0
0
円

　

医
療
機
関
検
診　
　
　

1
’0
0
0
円

※
今
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
に
な

る
人
は
、
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

場
所　

集
団
検
診
会
場
ま
た
は
三
豊
・
観

音
寺
市
指
定
医
療
機
関

※
若
年
者
は
集
団
検
診
の
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
す
る
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
る
と
、こ
ん
な
い
い
こ
と
が

待
っ
て
い
ま
す

●
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
で
き
る

　

早
い
段
階
で
、
今
ま
で
と
は
違
う
体
の

変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
生

活
習
慣
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
に
な
り
、

安
心
で
す
。

●
メ
タ
ボ
の
人
は
特
定
健
診
と
特
定
保
健

指
導
を
セ
ッ
ト
で
利
用
す
る
と
、
効
果
を

実
感
で
き
る

　

メ
タ
ボ
の
状
態
が
続
く
と
動
脈
硬
化
が

進
み
、
命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
健
診
結
果
か

ら
メ
タ
ボ
の
人
に
は
特
定
保
健
指
導
の
案

内
を
送
り
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
は
無
料

で
す
。
健
診
後
、
案
内
が
届
い
た
人
は
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
個
別
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
新
た

に
約
３
カ
月
間
の
短
期
集
中
コ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

●
医
療
費
の
負
担
を
軽
く
で
き
る

　

一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病
の
発
症
・

重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、
家
庭
の
医
療

費
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
】

　

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
人
の
資
格
取
得
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
（
障
が
い
認
定
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
）

　

75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
日
ま
で
に
被

保
険
者
証
が
広
域
連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便

で
送
ら
れ
ま
す
。
誕
生
日
以
降
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
】

　

保
険
料
は
、
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か
ら

月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。
税
務
課
か
ら
送
付

す
る
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
た
り
、
口
座
振
替
に
な
っ
て
い
た

人
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
当
初
は
、
納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

6月から特定健康診査が始まります ▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

▲

問い合わせ　　健康課　☎73－3014

▲

問い合わせ　
　県後期高齢者医療広域連合事務局　☎087－811－1866
　　　　　　　　　　　　健康課　☎73－3014　　　
　　　　　　　　　　　　税務課　☎73－3006　　　

年度途中に後期高齢者
医療制度に加入する皆さんへ

５月３１日は世界禁煙デー

くらし

対
象
者

検
査
内
容

自
己
負
担
金

場
所

健康 健康

特定健診受診者1人あたりの
生活習慣病医療費 3,385円

特定健診未受診者1人あたりの
生活習慣病医療費 14,074円

（特定健診等データ管理システムKDB抽出
　平成30年４月時点）

約4倍

　

毎
年
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
そ

し
て
、
厚
生
労
働
省
が
世
界
禁
煙
デ
ー
に
始
ま

る
一
週
間
を
禁
煙
週
間
（
５
月
31
日
〜
６
月
６

日
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
は
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
と

て
も
重
要
で
す
。
喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響

は
大
き
く
、
受
動
喫
煙
の
危
険
性
や
ニ
コ
チ
ン

の
依
存
性
を
踏
ま
え
る
と
、
喫
煙
習
慣
は
個
人

の
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
な
い
健
康
問
題
で
あ
り
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
、
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
煙
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

　

た
ば
こ
の
煙
は
、
吸
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
他

人
の
吸
っ
た
煙
を
吸
い
込
ん
だ
人
に
も
害
が
及

び
ま
す
（
受
動
喫
煙
）。
ま
た
、
た
ば
こ
の
有

害
物
質
は
、
髪
や
衣
類
、
ソ
フ
ァ
や
壁
に
も
付

着
し
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
た
ば
こ
の
害

が
全
身
に
及
び

ま
す
（
三
次
喫

煙
）。

　

特
に
子
ど
も

へ
の
被
害
は
避

け
た
い
も
の
。

た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
へ
も
害

を
及
ぼ
す
こ
と

を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

肺
の
生
活
習
慣
病
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」

　

た
ば
こ
と
い
う
と
肺
が
ん
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と

い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

と
は
「
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
」
と
言
い
、
長
年

の
喫
煙
が
主
な
原
因
と
な
り
、
肺
や
気
管
支
の

組
織
が
壊
れ
て
呼
吸
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
最
初
は
風
邪
の
症
状
と

似
て
い
ま
す
が
、
病
気
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、

次
第
に
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
き
、
最
終

的
に
は
呼
吸
が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
酸
素

ボ
ン
ベ
が
手
放
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
？

　

た
ば
こ
に
は
「
ニ
コ
チ
ン
」
と
い
う
有
害
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
麻
薬
や

ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
と
同
じ
依
存
性
の
あ
る
危
険
な

物
質
で
す
。
た
ば
こ
を

や
め
ら
れ
な
い

の
は
意
志
が
弱

い
か
ら
で
は
な

く
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
だ
か
ら

で
す
。
自
力
で

禁
煙
で
き
な
い

場
合
は
禁
煙
外

来
を
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
要
因
と
な
る
喫
煙
。
た

ば
こ
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
っ
て
、
生
活

習
慣
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
31
日
（
木
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
15
分

　
　
　

受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら

場
所　

市
役
所
西
館

演
題　
「
正
し
く
知
っ
て
正
し
く
予
防

　
　
　
　

〜
た
ば
こ
と
生
活
習
慣
病
〜
」

講
師　

や
ま
じ
呼
吸
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

山
地　
康
文　
院
長

定
員　

60
人

申
込
期
間　

５
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

▼
申
し
込
み　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

事　

由

資
格
取
得
日

75
歳
に
な
る
人

転
入

誕
生
日

転
入
に
よ
り
住
所

を
定
め
た
日

生
活
保
護
の
停
止
ま
た

は
廃
止
に
な
っ
た
人

停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
日

障
が
い
認
定
を
受
け
た

人
（
※
）

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
日

６
月
か
ら
結
核
・
肺
が
ん
検
診
が

始
ま
り
ま
す

　

肺
が
ん
は
、
死
亡
数
が
男
女
合
わ
せ
て
一
番

多
い
が
ん
で
す
。
特
に
肺
の
奥
に
で
き
る
が
ん

ほ
ど
、
咳
や
痰
な
ど
の
症
状
が
出
に
く
く
、
気

づ
き
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
自
覚
症
状
が
な

い
の
で
、
初
期
の
肺
が
ん
は
検
診
で
な
け
れ
ば

ほ
と
ん
ど
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

65
歳
以
上
の
人
や
結
核
・
肺
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
人
に
は
、
６
月
初
旬
に
問

診
票
を
送
り
ま
す
。
日
程
を
確
認
し
、
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
が
ま
だ
の
人
は
、

健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
ん
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回答者
２，１３０人

回答者
297人

（複数回答）

回答者
２，１３０人

回答者
２，１３０人

回答者
633人

（複数回答）

回答者
114人

（複数回答）

　
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
出
来
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
今
の
社
会
で

こ
の
こ
と
が
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
。

　
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
へ
、
そ
の
時

期
は
？

　
あ
な
た
が
、
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

を
は
じ
め
て
知
っ
た
き
っ
か
け
は
何
か
ら

で
す
か
。

　
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の
解
決
に
対

す
る
あ
な
た
の
態
度
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
見
た
（
あ
る
い
は
体
験
し
た
）
こ
と
が
あ
る
」
を

回
答
さ
れ
た
人
に
お
伺
い
し
ま
す
。

そ
の
時
期
と
内
容
は
？

　
あ
な
た
は
、
部
落
差
別
を
し
て
い
る
の

を
実
際
に
見
た
（
あ
る
い
は
体
験
し
た
）

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

市
は
今
後
の
啓
発
活
動
の
た
め
に
、
２
０
１
７
年
７
月
、
無
作
為
抽
出
し
た
５
，０
０
０

人
の
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
、
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
回
答
を
得
た
の
は
、
２
，１
３
０
人
で
し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
　
☎
73
・
3
0
0
8

人
権
・
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
結
果部落差別のない社会を実現するために

※1　部落差別の解消の推進に関する法律（平成28年12月16日施行）
　この法律は、全ての国民に基本的人権を保障する日本国憲法の理念にのっとり、国
や地方公共団体による教育および啓発、相談体制の充実などについて定めることによ
り、部落差別の解消の必要性に対する国民一人ひとりの理解を深め、部落差別のない
社会を実現することを目的としています。

日本国憲法
　第11条（基本的人権）
　国民は、すべての基本的人権の享有を妨げられない。この憲法が国民に
保障する基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び
将来の国民に与へられる。

　第14条（平等原則）
　すべて国民は、法の下に平等であつて、人種、信条、性別、社会的身分
又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない。

　調査結果によると、同和問題（部落差別）は、自分たちには関係ないと思っている
人が、まだまだ多いようです。同和問題（部落差別）に限らず、その他の人権問題に
おいても差別を受ける側に問題があるわけではありません。全ての人権問題は差別す
る人たちがいるから問題になるのです。つまり、加害者側の問題であると言えます。
　「部落差別の解消の推進に関する法律※1」第2条（基本理念）に、『部落差別の解消
の必要性に対する国民一人一人の理解を深め』とあるように全ての人が当事者なので
す。誰もが日本国憲法で保障された基本的人権を享有できる社会を作るため全ての人
が自分たちの問題として考え、正しい行動を起こすことができるようにしましょう。

詳しくは法務省のホームページをご確認ください
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00127.html

完全に
守られている 3.5%

無回答
2.0%

はっきりと　
覚えていない

12.4%

わからない
13.6%

まったく
守られていない
1.5%

学校の授業
32.0%

成り行きに
まかせる
35.5%

解決に努力する
19.5%

よく考えていない
16.3%

差別は
なくならない
　　　13.0%

しかるべき人が
解決してくれる

10.1%

その他 3.2% 無回答 2.4%

家族 31.6%

近所・友人
14.8%

覚えていない
11.1%

研修会・テレビ他
4.4%　

職場の人 2.4%
親戚の人 1.4% その他 1.6%

無回答 0.6%

その他 3.5%

その他 4.2%

近隣
17.2%

近隣
23.0%

結婚
32.0%

結婚
17.0%

友人・知人
16.4%

友人・知人
15.8%

学校生活
12.4%

学校生活 1.8%

仕事上 8.8%

仕事上
20.0%

就職 5.5%

就職 2.4%

土地差別 3.3%

土地差別 3.7%

進学 0.0%

進学 0.5%
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
0.4%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
12.1%

【５年以内】

【21年以上前】

回答者
２，１３０人

かなり
守られている
51.0%

あまり
守られていない
　　　　28.4%

ある
29.7%

ない
67.9%

21年以上前
45.2%

20年以内
26.0%

5年以内
16.4%

無回答 2.4%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 0.1%

基
本
的
人
権
の
認
識

2

3

145

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の

見
聞

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
つ
い
て

見
聞
し
た
差
別
の
時
期
別
内
容

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の

認
識
経
路

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の

解
決
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仁尾雨乞い竜 作り手募集
　夏の風物詩「仁尾竜まつり」で担が
れる雨乞い竜の作り手ボランティア
を募集します。
■時４月から
７月末の
毎週日曜
午前中

■場仁尾町リサイクルセンター
■内竜のうろこ、骨組み、担ぎ棒作り
■申■問仁尾雨乞い竜実行委員会
　　　090－2789－1609（曽根）

民間住宅耐震補強低コスト工法
モニター募集

■対低コスト工法を用いて耐震改修工
事を実施する人で、現場見学会や
インタビューなどの広報活動に協
力できる人

■内従来の補助金に加えて、60万円を
上限として上乗せ補助します

■申■問県住宅課　☎087－832－3584

精神保健相談日
【思春期相談】※要予約
■時 5月14日（月） 午後2時～
【心の健康相談】※要予約　　
■時 5月17日（木）午後4時20分～
■場西讃保健福祉事務所

■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

社会保険労務士による
出張年金相談

■時 5月9日（水）
午前10時～午後3時

■場市役所西館
■内年金相談や年金請求・各種手続
きの受け付け

■持年金手帳、相談者本人であるこ
とを確認できるもの。代理人の
場合は、委任状および代理人本
人であることを確認できるもの

■問街角の年金相談センター高松
（オフィス）　☎087－811－6020
市民課　☎73－3005

市総合体育館5月健康教室
【健康実践教室】※要予約 
■時 5月6日（日）
午前10時30分～11時30分
■内体力測定、体組成器測定をもと
にしたトレーニングの指導
■数 10人
■料 200円
【健康相談と運動処方】 
■時 5月2日（水）、6日（日）、20日（日）、
26日（土） 午前9時～10時30分
5月10日（木）午後0時30分～2時
■内各種トレーニング機器を使った
効果的な運動を専門のインスト
ラクターがサポートします

■料 200円
【バランスボール講座】※要予約
■時 5月20日（日）
午前10時30分～11時30分

■料200円
■申■問市総合体育館　☎72－1500
三豊総合病院5月健康教室 （要予約）

【食べて治して、ハッピーライフ】
■時 5月11日（金）午後2時～3時
【腎臓病教室】
■時 5月17日（木）
午後3時30分～4時30分

【夜間糖尿病教室（試食会）】
■時 5月10日（木） 午後6時～7時30分
■料 600円
■申■問健康管理センター ☎52－3366
統合失調症 家族教室（要予約）

■時 5月9日（水） 
午後1時30分～3時30分

■場西讃保健福祉事務所
■対統合失調症の人の家族
■内話し合い（就職の手段）、交流会
■受 5月7日（月）まで
■申■問西讃保健福祉事務所 
　☎25－2052

香川大学サテライトセミナー

【地域の災害特性を知ろう】
■時 5月10日（木）午後6時30分～8時
■場豊中町農村環境改善センター
■問香川大学事務局
☎087－832－1368

山本町公民館 生涯学習講座
【スターウォッチング
　月と金星・春の星座】
■時 5月19日（土）
午後8時～9時30分

■場山本ふれあい公園
■対一般（小学生以下は保護者同伴）
※雨天曇天の場合は、山本町生涯学
習センターでビデオ学習
■問山本町公民館　☎63－1041
ガーデンセミナー「苔盆栽作り」

■時 5月27日（日）
午後1時30分～3時45分

■場坂出市番の州公園管理事務所
■数先着15人
■料材料費2,000円
■受 5月7日（月）から
■講苔玉インストラクター
橋本佑介氏

■申■問坂出緩衝緑地 管理事務所
　☎0877－45－6820

発達障がいの家族会
「ハナミズキの会」（要予約）
■時 5月26日（土）
午前10時～11時30分

■場社会福祉法人ラーフ リール
観音寺市柞田町丙1060-1

■対三豊・観音寺市在住で、16歳以上
の発達障がい、または特性がある
と思われる人の保護者、家族

■内座談会

■申■問支援センターウィズ
　☎24－8111

パソコン講習会（パワーポイント）

■時 6月4日（月）～7日（木）
午後6時～9時（4日間）

■場県立高等技術学校丸亀校
■対パワーポイントの基礎・便利な機
能などを学びます

■数 15人
■料 5,160円（テキスト代含む）
■受 5月21日（月）まで
■申■問県立高等技術学校丸亀校
　☎0877－22－2633

平成30年度古文書解読養成講座

■時 5月から12月の第3木曜日
午後7時30分～9時（8月は休み）

■場みとよ未来創造館
■講徳島文理大学　橋詰 茂 教授
■問生涯学習課　☎73－3135
地域包括支援センター運動教室

【転ばぬ先のステップアップ教室
　（高瀬会場）】
■時 6月19日～9月18日
（月2～3回の毎火曜
日の全10回）
午後1時30分～3時

■場みとよ未来創造館
■数 20人
■受 5月9日（水）午前9時から
※定員になり次第受け付け終了

■注他、山本・豊中・三野会場でも
開催予定。募集は別途お知らせ

■申■問地域包括支援センター
　（介護保険課内）☎73－3017

平成30年度三豊市民卓球講習会

■時 6月3日（日）午前9時～午後4時
■場市総合体育館
■対市内在住・在勤の人・市内の学校
に通学する学生で、卓球クラブに
所属する人

■内サーブ、レシーブや練習方法など
の講習会、練習試合

■料 300円
※学生および障がい者は無料

■受 5月25日（金）まで
■問市体育協会事務局　☎56－6251

MFJモトクロス
四国選手権第2戦

■時 5月13日（日）
午前8時30分
開会式

■場原下工業団地隣
■問香川県モトクロス運営委員会
☎0877－98－2067

満濃池森林公園 春の野鳥観察会
■時 5月19日（土）午前9時～正午
■場満濃池森林公園 森林の館
■問公園管理事務所
☎0877－57－6520

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室

MAY
月のお知らせ

相談
精神保
【思

仁尾雨
夏

市総合
【健【健

社会保
出張年

民間住
モニタ

香川大

統合失

■■

■
三豊総
【食

　

パソコ

平成3

■■

地域包

山本町
【【

ガーデ

■

平成3

■■■■■■■

満濃池
■■■■■■■■■

MFJモ
四国選

発達障
「ハナ「「

桂こけ枝 ふるさと寄席 風 間  杜 夫 独演会

■時６月３日（日） 
開場 午後1時30分
開演 午後2時

■料【全席自由席】
2,000円

■時 6月24日（日）
開場 午後1時30分
開演 午後2時

■料【全席自由席】
前売り　3,500円
　当日　4,000円

募集

振り込め詐欺にご注意ください
　市町職員などを装って電話をかけ、
医療費や保険料を還付すると伝え、
ＡＴＭ（現金自動預け払い機）からお
金を振り込ませようとするなどの詐
欺事件が県内でも未だに多発してい
ます。
　広域連合や市町職員がＡＴＭの操
作をお願いすることは絶対にありま
せん。不審な電話があった場合は、最
寄りの警察署や県後期高齢者医療広
域連合、健康課へご相談ください。
■問健康課　☎73－3014
県後期高齢者医療広域連合
☎087－811－1866

5

三豊市出身、桂こけ枝による人情味
あふれるあたたかい寄席

名優がおくる落語の世界

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

■時 5月13日（日）開演 午後2時
■料【全席自由席】大人1,000円
子ども（3歳～小学生まで）500円
親子ペア1,200円　※2歳以下無料

音楽の玉手箱
Classical music meet jazz０歳児から入場ＯＫ！県内で活動するクラシック

演奏家と一緒に音楽を楽しみましょう。

イベント

三豊市初開催

■時 5月17日（木）
開演 午後７時

■料 一般500円、学生100円
■出■演  サックス　國井　類
　　ピアノ　　大浜　由子
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▲

申し込み・問い合わせ
三豊市観光交流局　☎56－5880

♥

＆
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害を受けた人の救援活動や救急法の
講習、血液事業の推進、奉仕団・
青少年活動など、さまざまな活動を
行っています。これらの活動資金は、
日本赤十字社の会員に加入して納め
てもらう「会費」と「寄付金」によっ
て支えられています。ぜひ、ご協力
ください。
　目標額　1世帯 500 円
　自治会長や婦人会長がお願いに伺
います。福祉課、市内の農協各支店
でも受け付けます。
■問福祉課　☎73－3015

第13回市長杯ペタンク大会

■時 5月21日（月）午前8時30分開会式
■場比地小学校
■対市内在住の人
■料1,000円/人（弁当・お茶含む）
■受 5月7日（月）まで
■申■問市ペタンク・ブール事務局
　小野壽一　　090－3461－6715

四国学院大学オープンキャンパス

■時 5月26日（土）午前11時～午後3時
■場四国学院大学（善通寺市）
■内大学紹介、モデル授業、個別相
談会、キャンパスツアーなど

■問四国学院大学入試課
　　0120－459－433
無料送迎バスあり（要予約）

第13回三豊発 !!さぬき軽トラ市
　安くて新鮮な農産物や海産物、食
品や工芸品などの
三豊の魅力が集結!
■時 5月27日（日）
午前9時～午後2時

■場市役所本庁舎駐車場
※当日のボランティアスタッフも募集
しています
■問三豊発!!さぬき軽トラ市実行委員会 
松村　　090－3184－0440

あなたが支える赤十字の活動
５月は赤十字会員増強運動月間
　日本赤十字社では、災害などで被

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先５月の保健・相談

３月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数24件（４）死者数０人（０）負傷者数30人（９）

あなた
５月は

第13
安

第13

■■■

　

四国学

■

火葬場の休場日（６月）
■時 6月6日（水）、22日（金）
■問環境衛生課　☎73－3007

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

福祉課　☎73－3015こころの相談

日　程 場　　所時　間
10:00～11:30
13:30～15:00

山本町保健センター
みとよ未来創造館

11日（金）
28日（月）

人間関係の悩みやうつ病などの心の病気、障がい福祉サービスの相談

フォトコンテスト 入賞作品発表！ 粟島探険ツア－2018
相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ

13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
9:00～12:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

市民センター三野（インパルみの隣）
市民センター仁尾
みとよ未来創造館
豊中庁舎
財田庁舎
山本庁舎
詫間福祉センター
みとよ未来創造館
豊中庁舎
詫間福祉センター

2日（水）

7日（月）

9日（水）

14日（月）

16日（水）
7日（月）

9日（水）

10:00～13:00
9:00～12:00
10:00～15:00

行 政 相 談

人 権 相 談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 上高野文化センター

危機管理センター
※対象地域は高瀬・山本・財田

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

中小企業などの
経営相談

13：30～16：00

13：00～16：00
（要予約）

9：00～17：00
（要予約）

職 業 相 談

農 事 相 談

就 農 相 談

産業観光課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

上高野文化センター
☎62－2377

西讃農業改良普及センター
☎62－3075

14日（月）

7日（月）

2日（水）
16日（水）

16日（水）

～

31日（木）

よろず三豊
サテライト

危機管理センター
インパルみの

日　程 医療機関名 電話番号市町名
そがわ医院
かもだ内科クリニック
上枝循環器内科クリニック
河田医院 
山地外科医院
渡辺ハートクリニック内科
森クリニック
もりの木おおにしクリニック
　多田歯科医院
石井医院
おざきこどもクリニック
　小野歯科医院
平林医院
業天医院
　河田歯科医院
橋本病院
よねいクリニック
　三宅歯科医院

豊中町
観音寺市
豊中町
観音寺市
三野町
観音寺市
三野町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
高瀬町
詫間町
観音寺市
観音寺市
山本町
観音寺市
山本町

62－2357
23－4976
23－7010
25－3668
72－2577
23－2022
72－1567
25－3291
25－3247
73－6100
24－6789
72－3888
83－2221
52－3636
23－1181
63－3311
52－3800
63－8500

3日（木）

4日（金）

5日（土）

6日（日）

13日（日）

20日（日）

27日（日）

その他

■時 5 月 27 日（日）
午前 9時 30分～午後 4時 30分

■数 130 人（先着順・要予約）
詳しくはホームページをご覧ください。
http://mitoyo.org

　国際交流の会員となって、外国人
住民と一緒に粟島の魅力を満喫しま
せんか？バーベキューやハイキング
などを通して、国際交流を楽しみま
しょう。

健康相談 健康課　☎73－3014
高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防、禁煙などの相談

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：00

日　程 場　　所時　間
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
みとよ未来創造館
マリンウェーブ
三野町保健センター
仁尾町文化会館
二ノ宮農業構造改善センター

10日（木）

14日（月）

16日（水）

18日（金）

22日（火）

地域包括支援センター　☎73－3017
みとよ元気運動塾
転倒予防のための運動教室 税務課からのお知らせ

日　程 時　間 場　　所
山本町保健センター
詫間福祉センター
豊中町保健センター
市民センター仁尾
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
みとよ未来創造館

9：30～11：00

9日（水）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
17日（木）
21日（月）
23日（水）

日　程 時　間 場　　所
みとよ未来創造館
マリンウェーブ
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
仁尾町文化会館
山本町保健センター
市民交流センター

13：30～15：00

8日（火）
9日（水）
18日（金）
21日（月）
22日（火）
25日（金）
29日（火）

日　程 時　間 場　　所
市民センター仁尾
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター
三野町保健センター

10:00～11:00

7日（月）
8日（火）
10日（木）
16日（水）
17日（木）
23日（水）
28日（月）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

月のお知らせ５

☆納期限内に納めましょう。
　■督促手数料■ 地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限後20日以内
　　に督促状を発しなければならない」ことになっています。市では、このことを受けて督促状を発
　　送し、条例により督促手数料を徴収することと定めています。
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

５月は、軽自動車税の納付月です。

☆軽自動車税を納付書で納めた人は、領収書に車検時に必要な納税
証明書がついています。大切に保管してください。
☆口座振替で納めた人へは、６月中旬に納税証明書（ハガキ）を送付 
いたします。   

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

５月31日 （木）口座振替日および納期限
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付を
いただきました。厚くお礼申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

（３月受付分）心温まる贈りもの

小野　一壽

大河内 恵美子

神原　貴弘

三野町

財田町

徳島市

高瀬町カラオケ同好会　高瀬町

秋・冬の部
【優秀賞】　大坪邦仁（宇多津町）、上杉孝徹

（観音寺市）、佐藤雄二（四国中央
市）、久保田すなお（丸亀市）

【佳　作】　齋藤百合、八木義樹、上杉孝徹、
横山彰（観音寺市）、久保田すなお
（丸亀市）、久保初美（琴平町）、
森江正（善通寺市）、佐藤雄二（四
国中央市）、大坪邦仁（宇多津町）
　　　　 　　　【敬称略・順不同】

【最優秀賞】
「寒波到来」

真鍋　学（三豊市）

三豊市　　　　フォトコンテスト春の部
三豊市の春の美しい風景写真を募集します。
■受 5月10日（木）～６月4日（月）
詳しくはホームページをご覧ください。www.mitoyo-kanko.com

三豊市に行きたくなる

ような素敵な１枚

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：00

豊中町保健センター（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

日　程 場　　所時　間
2日(水）
9日（水）
22日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症予防と病気への理解を深めるための教室

入賞作品はマリンウェーブに展示しています。

予告



子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ

ここ み笑 通信え

★5月のお知らせ★

3 月生まれの
赤ちゃん

31人

はじ
めまして

（男の子19人
女の子12人）

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

子育て情報満載!!

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

❶おなまえ❷生年月日❸両親の名前（町名）
❹メッセージ

ふぉとぎゃらりぃ 5月
生まれ

❶
❷
❸
❹

平
ひらい

井　沙
さな

奈ちゃん
2017年5月1日
光広・里栄（豊中町）
笑顔のすてきな我
が家のアイドル♪
すくすく元気に大
きくなぁれ♪

❶
❷
❸
❹

大
おおにし

西　健
たける

翔ちゃん
2017年5月20日
亮平・順代（豊中町）
優しくたくましく、
元気に大きくなっ
てね！

❶
❷
❸
❹

竹
たけのうち

内　結
ゆうせい

星ちゃん
2017年5月18日
丘・由香里（豊中町）
産まれて来てくれ
て、ありがとう☆皐
姫お姉ちゃんと仲
良くね！

❶
❷
❸
❹

十
そがわ

川　夏
かなた

向ちゃん
2017年5月23日
貴好・美幸（仁尾町）
元気いっぱいのかな
た♡これからもすく
すく元気に育ってね
♡

❶
❷
❸
❹

秋
あきやま

山　都
とあ

愛ちゃん
2017年5月11日
学・由香（財田町）
お姉ちゃん大好きな
都愛ちゃん。元気い
っぱいすくすく育っ
てね☆

申し込み方法　5月10日（木）～31
日（木）の期間に市ホームページか
ら申請書をダウンロードし、必要事
項を記入の上、写真を添えて秘書課
まで持参してください。また、メー
ルでお申し込みの場合は、申請書と
写真データを添付してhisho@city.
mitoyo.lg.jpまでお送りください。▲

申し込み・問い合わせ
秘書課☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業目的など
　に利用することを禁じます。

7月生まれの

対象 日程 受付時間 場所
４カ月児健診

（平成30年1月生まれ）
22日（火）

13：30
～

13：50

三野町
保健センター

29日（火）
1歳6カ月児健診

（平成28年10月生まれ）
9日（水）

31日（木）
3歳児健診

（平成26年10月生まれ）
10日（木）
17日（木）

乳幼児健診

◎乳幼児健診・相談は子どもの成長や発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成29年7月生まれ
22日（火） 13：00〜

13：10
（13：15）

三野町
保健センター29日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所
18歳未満の子どもと
その保護者

（希望者は21日までに電話
でお申し込みください）

 22日（火）
13：30～16：00 市役所3階

◎県の専門員が相談に応じます ◎保護者のみの相談も可能です

児童相談

対象 日程 時間 場所
18歳までの発達障がい
や発達の気になる子ど
もを持つ保護者、また
は本人（要申し込み）

12日（土） 9：00〜
13：00

三野町
保健センター26日（土）

発達障がい相談会

▶申し込み・問い合わせ
NPO法人西讃教育支援ネットワーク（SESネット） 秋山  　080-4998-1137

対象 日程・時間 場所
16週以降の妊婦と家族

（希望者は1〜11日までに 
お申し込みください）

13日（日）
9：30～11：45

三野町
保健センター

パパママ教室

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

▶申し込み・問い合わせ
西讃保健福祉事務所　☎25−2052

▶問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

ウィズの会
〈発達障がい児（者）の保護者のつどい〉

5 月 10 日（木）午前 10 時～正午
三豊合同庁舎（観音寺市）
座談会
発達面で気になる子どもを持つ 
保護者など
事前に申し込みが必要

6 月 3 日（日） 
午前 9 時 30 分～正午
市民交流センター
乳幼児および 
小学校低学年児と 
保護者
フッ素塗布、 
型ぬき、口遊び、 
ストレスチェック、 
食育コーナー
三豊歯科医師会

日 時

場 所

内 容

対 象 者 

注意事項

対象者

ケアの
内 容

日 時 

場 所

対 象 者 
 

内 容 
 
 

主 催

歯と口の
健康フェスタ

クイズラリーや
おみやげもあるよ！

イベントに参加して、子どもの歯の健康を
考えませんか？

安心して子育てができるように

産後ケア事業で 出産後のお母さんを応援します
出産後間もない時期は、お母さんにとって初めての経験ばかりで、心や身体が不安定になること

があります。そのような時に一定の期間、市が委託した医療機関や助産所に入所または日帰りで通
所して休養をとったり、育児のサポートを受けたりすることができるサービスです。

三豊市に住所があり、産後6カ月未満のお母さんと赤ちゃんで、自宅でのサポート
が得られにくい人
・出産後の体調の回復に不安がある　・育児に不安がある
・栄養面や生活面についてアドバイスや相談を必要とする

◆利用条件や利用日数、自己負担額などの詳細は子育て支援課までお問い合わせください。

（1）お母さんと赤ちゃんの健康管理  （2）お母さんの休養  （3）乳房ケアと授乳指導
（4）沐浴や育児についての具体的なアドバイス  （5）生活面の相談　など

▲

問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

「提案型補助金」と
「産休・育休取得促進支援補助金」
を公募します
親が子どもと向き合う時間が持てるよう、また、社会全体で子育て家庭をサポートするため、
事業所が実施する子育て支援を応援します。

提案型補助金 産休・育休取得促進
支援補助金

対　　象
市内に事業所があり、市税を滞納していない事業
者（個人事業主を含む）

内　　容
・事業者が行う市民向けの子育て支援への取り組み
・職場の子育て支援環境の整備にかかる取り組み

これまでに次のような事業が提案され、補助金を
交付しました！
・ベビーカー・ベビーベッドの購入
・就業規則を改定し、対象従業員に 
 子育て手当を支給
・キッズハウスの購入　など

補助金額
1件あたり上限10万円（食糧費は除く）
10万円以下の場合は、実際にかかった経費

受付期間
5月1日（火）～6月29日（金）午後5時
※7月の審査委員会で補助事業を決定します

対　　象
市内に事業所があり、市税を滞納していない事
業者（個人事業主を含む）

内　　容
市内在住の従業員が連続して 6 カ月以上の育児
休業を取得した後、復職した場合の継続雇用の
ための支援

補助金額
1 人につき 30 万円
※対象の従業員の子どもが 1 歳になった年度末
まで育児休業やそれに準ずる休業を取得する場
合は、追加で 30 万円
※ 1 事業者につき、累計で対象従業員 3 人まで

受付期間
平成 31 年 3 月 15 日（金）まで

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

子育て支援を
充実したい
事業所の皆さん
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「
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
第
1
期
工

事
の
時
の
写
真
で
す
ね
。
も
と
も

と
こ
の
辺
り
一
帯
は
山
と
畑
し
か
な

か
っ
た
ん
で
す
。
仕
事
で
工
事
現
場

に
行
っ
た
帰
り
に
、
道
路
沿
い
の
紅

葉
の
種
を
持
ち
帰
り
、
小
鉢
に
植
え

て
増
や
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
旧
豊
中
町
役
場

で
働
い
て
い
た
岩
田
猛
さ
ん
（
74
）

と
田
所
上
奉
さ
ん
（
64
）。
不
動
の

滝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
建
設
が
始

ま
っ
た
と
き
、
岩
田
さ
ん
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
帯
の
整
備
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
の
整
備
は
、
地
域
で
働
い

て
い
る
人
や
住
民
の
憩
い
の
場
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。工

事
中
に
は
、
大
き
い
石
が
た
く

さ
ん
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

滝
の
下
に
あ
る
貯
水
池
の
擁
壁
に
使

う
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
よ
」
と
話

し
ま
す
。

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や
公
園
内
の
整

備
を
担
当
し
た
田
所
さ
ん
は
、

「
私
が
芝
生
広
場
を
整
備
し
た
時

に
は
、
石
は
全
然
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、
庵
治
石
な
ど
の
手
配
に
苦

労
し
ま
し
た
。

公
園
を
整
備
す
る
際
に
、
こ
だ
わ

っ
た
の
は
、
景
観
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

〝
弥
生
時
代
〞
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
実
際
、
こ
こ
か
ら
は
弥
生
時

代
の
土
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い
ま

し
た
。
公
園
内
に
あ
る
高
床
式
遊
具
、

そ
れ
ら
し
い
で
し
ょ
」
と
振
り
返
り

な
が
ら
、
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
そ
う
そ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
結
婚
式
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
ん
で

す
よ
。
旧
豊
中
町
職
員
も
た
く
さ
ん

の
人
が
式
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
道
沿
い
の
桜
は
、
確
か
中
学
生

が
記
念
植
樹
を
し
て
く
れ
た
も
の
で

す
ね
」
と
、
当
時
の
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
ま
す
。

今
で
は
桜
の
名
所
と
な
っ
た
不
動

の
滝
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
。
5
月
に

は
50
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
風
に
な
び
き
、

年
間
を
通
し
て
、
他
に
も
四
季
折
々

の
景
色
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

憩
い
の
場
の
誕
生
に
は
、
こ
ん
な
開

発
秘
話
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

弘法大師が７つの宝を埋めたという伝説が伝わる七宝山。その山
を流れ落ちる落差約48ｍの不動ヶ滝は、昭和42（1967）年に豊中町
指定名勝となる。昭和57（1982）年から不動ヶ滝周辺の整備がはじ
まり、昭和63（1988）年4月に不動の滝カントリーパークがオープ
ンした。

開発中の不動ヶ滝周辺
昭和59（1984）年 豊中町
三豊市指定名勝

懐かしの1枚

page蘇る一瞬 みとよ写真帳 eeee 65

今
年
の
桜
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

満
開
の
時
期
が
過
ぎ
ま
し
た
ね
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
土
日
に
は
、
市
内

各
地
で
お
花
見
を
し
て
い
る
人
々
を

見
か
け
ま
し
た
。
今
回
、
表
紙
を
撮

影
し
た
八
紘
山
も
ち
ょ
う
ど
桜
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
絶
好
の
お
花

見
日
和
で
し
た
。
着
物
姿
の
女
性
と

桜
。
絵
に
な
り
ま
す
よ
ね
！

さ
て
、
新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

広
報
み
と
よ
も
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
今

ま
で
以
上
に
活
気
あ
る
紙
面
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
文
書
館
で
は
、
ま
ち
の
風
景
や
催
事
な
ど
の
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
原
本
は

お
返
し
し
ま
す
の
で
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。【
文
書
館　

☎
63
・
1
0
1
0
】

三豊市の人口
※平成30年4月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による

世帯数 22,981 世帯（+6） 総人口 63,636 人（-142） 男 30,478 人（-70） 女 33,158 人（-72）
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